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改善の概要： 警報が鳴る蛍光チョッキを、作業員・職員が着用

　とりわけＲＣＤ工法によるコンクリート打設作業では、ブルドーザ・ホイルローダ・ローラ等の重機作業と、

　水取り等の人力作業が近接して行われる。この混在作業における安全対策のマンネリ化を防止する目的で

　重機が接近（１０ｍ～２ｍ程度で任意に調節可能）した場合に警報が鳴る蛍光チョッキを着用させた。

メリット： デメリット：
　①重機の死角対応 　ワンセット（ｾﾝｻｰ2基、ﾁｮｯｷ10着）で80万円程度と高価。
　②安全確認のマンネリ化の防止 　通常の蛍光ﾁｮｯｷより若干重い。

（略図または写真）
一般的な蛍光チョッキ

お互いに作業に夢中になると注意力が散漫になり、重機接近に対しマンネリ化し災害発生の要因となる。

（略図または写真）
警報機能付き蛍光チョッキ

ローラが３ｍ以内に接近すると、チョッキから警報が鳴ります

打設作業員・職員は、打設作業で打設エリアに入る場合は、必ず警報機能付きの蛍光チョッキを着用する。
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